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-リチウムイオン電池からのレアメタルリサイクル-

JX日鉱日石金属株式会社
環境リサイクル事業本部 敦賀工場



説明内容説明内容

1.役割と組織
2.敦賀工場実証化試験経緯
3.リチウムイオン電池
4.製造フロー
5.要素技術(溶媒抽出・電解採取）
6.まとめ
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１．役割と組織１．役割と組織

ＪＸ日鉱日石開発
<石油開発事業>

ＪＸ日鉱日石金属
<金属事業>

ＪＸ日鉱日石ｴﾈﾙｷﾞｰ
<石油精製・販売>

環境リサイクル事業

ＪＸ金属環境 ＪＸ金属三日市
リサイクル

ＪＸ金属苫小牧
ケミカル

JX金属敦賀
リサイクル

敦賀工場 HMC工場（日立）

<持株会社>ＪＸホールディングス

金属精錬事業 資源開発事業電材加工事業



１．役割と組織１．役割と組織
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JX金属敦賀リサイクルJX日鉱日石金属
敦賀工場

１．役割と組織１．役割と組織

所在：福井県敦賀市 5



2009年10月 経済産業省殿より産業技術研究開発
『リチウムイオン電池からのレアメタル
リサイクル技術開発事業』の委託を受け
設備建設を開始。

2010年3月末 設備完成。
2010年4月 実証化試験（第Ⅰ期）開始。
2011年3月 報告書提出。
2011年4月 経済産業省の補助金事業として、

実証化試験（第Ⅱ期）開始。
2012年3月末 新棟完成。

第Ⅱ期プロセスによる事業化検討。
2013年10月 『リサイクル原料からの有価金属回収の

実証化試験』として対象原料を拡大。

2 .敦賀工場実証化試験経緯2 .敦賀工場実証化試験経緯
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(自動車用)正極活物質組成 (%)
Mn Co Ni Li
20 20 20 7
LiMO2 (M=Mn,Co,Ni)

３．リチウムイオン電池(LIB)３．リチウムイオン電池(LIB)

電気自動車一台につき50kgの
正極活物質を含有。Mn, Co, Ni
をそれぞれ10kg、Liを4kg含
有。 7
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次世代自動車（HEV，EV）生産台数予測

EV

HEV

ＬＩＢ導入期

ここ５年間程度が本格的なLIBの導入期になると予測されている
２００９年富士キメラ総研予測

自動車メーカー各社が、ＬＩＢを使用したＨＥＶ、
ＰＨＥＶ、ＥＶの販売を開始し、これによりＬＩＢの
生産個数が増加すると考えられている。

３．リチウムイオン電池(LIB)３．リチウムイオン電池(LIB)

＜電気自動車・ハイブリッド車の生産予測＞
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浸出

Mn溶媒抽出 逆抽出

廃 LIB

正極材

工程内スクラップ

濾過

濾過

焼却破砕篩別

炭酸化

Co溶媒抽出 逆抽出 電解採取

Ni溶媒抽出 逆抽出

濾過

電解採取

炭酸化

切断

湿式不純物
除去工程

炭酸Mn

電気Co

炭酸Li

電気Ni

４．製造フロー４．製造フロー
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4．製造フロー4．製造フロー

<2012-2013実績>
正極材（廃LIB、工程スクラップ合わせて）496tを処理。
コバルト 60t、ニッケル145t を製造、販売。 1０



図 抽出・逆抽出反応模式図

R-H : 酸性抽出剤2R-H + Co2+ ⇔ R2-Co + 2H+

Co含有液 Co2+

RH RH

RHRH
酸性抽出剤 RH

RH

Co2+
Co2+

H+

CoR2
CoR2
CoR2

H+

H+
H+

H+
H+

Co含有
酸性抽出剤

Co抽出後残液

アルカリ添加

酸添加

5．要素技術（溶媒抽出）5．要素技術（溶媒抽出）

図 Co抽出可能なpH-抽出率曲線の例

高pHへの操作（苛性ソーダの添加）
によって、水溶液中の金属イオンを
有機溶媒中に抽出。低pH側への操作
によって、有機溶媒中の金属イオン
を水溶液中に放出（逆抽出）。
分離、濃縮が可能。
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5．要素技術（溶媒抽出）5．要素技術（溶媒抽出）

Ni溶媒抽出

金属Co

Mn溶媒抽出

Co溶媒抽出

Mn Co

Co

Ni

Ni

Ni

Li

Li

Li

Li

炭酸Mn

金属Ni

Mn

（還元）浸出

炭酸Li

正極材 LiMO2 (M=Mn,Co,Ni)

Co

Ni

抽出剤によって各金属の抽出挙動が異なる。
適切な抽出剤の選定により、分離が可能。

図 Co, Ni, Li分離可能なpH-抽出率曲線の例

不純物除去 中和滓
Fe,Al,Cu
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5．要素技術（電解採取）5．要素技術（電解採取）

Co溶媒抽出 逆抽出

R2-Co

2NaOH

Co 2+

Co2+, Ni2+ 2R-H

次工程へ
Ni2+

＋-
1/2O2

Co 2+

2H +

H2SO4

分離濃縮したCo溶液を電気分解し、金属Coへ。
アノードで発生する酸は逆抽出工程で利用。

電解採取

2H +

1/2O2

陰極） Co2+ +2e- ⇒ Co
陽極） H2O ⇒ 1/2O2 + 2H+ + 2e-

1３



• リサイクル原料からの有価金属回収を実施
• リサイクル原料は主にリチウムイオン電池（LIB）正極材
• LIB市場成長により、リサイクルも需要増の見込
• 湿式処理により、Mn,Ni,Co,Liを分離回収
• 溶媒抽出による元素分離
• 電解採取、炭酸化による製品化
• 正極材 496t を処理し、コバルト 60t、ニッケル 145t を
製造、販売 （2012-2013実績）

6．まとめ6．まとめ

1４



ご清聴ありがとうございました。
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